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『北斎漫画を使って３Ｄ浮世絵をつくろう』 学校名　　高知県立高知西高等学校
教員名　　越智　篤史

　　　　　　　　　　　①日本の伝統文化である浮世絵について知る
　　　　　　　　　　　②北斎漫画を模写することで、北斎の描写力、想像力、線の面白さを体感する。
　　　　　　　　　　　③北斎漫画をモチーフに制作する。あらかじめ条件を与えられることで、逆に
　　　　　　　　　　　　　自由な発想、創意工夫が生まれることを期待する。

２年生（１講座２５名程度）

１２時間

　　　　　　　　　生徒…筆記用具、アクリルガッシュ
　　　　　　　　　教師…資料（北斎漫画とそのコピー、浮世絵の画集など）、和紙、墨、デジカメ

　特徴は、いわゆる昔ながらの“普通の学校”で、ほとんどの生
徒が大学進学を目指す文武両道の学校である。
　穏やかでやさしい落ち着きのある生徒が多い。１年生で音・
美・書の選択必修、２年次文系クラスは「美術Ⅱ」が必修、選
択によっては３年次の「美術Ⅲ」まで履修することができる。
　１年次では主に見たまま描くことを行い、デザインや油絵の
基礎を学んだ。２年次からは想像力を働かせ自分で発想しな
ければ完成しない課題を設定するようにしている。

１　　鑑　賞　

　　①四大浮世絵師（写楽、北斎、歌麿、広重）について知る

　　②葛飾北斎「富嶽三十六景　凱風快晴」を鑑賞し、「当時西洋を感動させた

　　　浮世絵のすばらしさ・特徴とはなんでしょう」という問いに対して自分の意見を書く。

　　③ＤＶＤで葛飾北斎特集を鑑賞

　

２　　表　現

　　④北斎漫画のコピーを転写する（和紙に墨汁）

　　⑤描いた絵を厚紙に貼り、切り抜く（自立するキャラクターをつくる）

　　

　　⑥キャラクターから発想し構想を練る

　　

　　⑦デジカメで撮影することを前提に部品や背景の制作する

　　

　　⑧撮影舞台の設置

　　⑨撮影

　　

　　（教師がプリントアウトする）

　　

３　　鑑　賞

　　⑪撮影した映像を編集したものをみんなで鑑賞する
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題材設定の理由

準備するもの

手　順

成果

課題

④⑤北斎漫画を模写し、自立する
　　キャラクターをつくる

この感想文を書いた生徒の作品。今年度はコンパクトでかわいい作品ができています→
⑥場面設定や背景などの構想を練る

⑦　大道具・小道具をいろいろな素材で制作中

写真作品の完成

⑧⑨テレビのスタジオのように　　
　　　セットし、デジカメで撮影する

　北斎漫画の模写から始まり、それを彩色したり、場面を考えたり、作品の見せ方を考えたりと、表現活動を行うこと
で、生徒たちは伝統文化である浮世絵を「体験」する。遊び心をもって浮世絵を学べる「体験型の鑑賞」と言えるので
はないだろうか。
　また共同制作をすることで、一人では作れないようなスケールの大きな舞台をつくり、より迫力のある写真を撮った
生徒もいる。オープンな題材であるので、生徒によって表現の多様性が見られるとことが面白い。最終的には教師が加
工を施し、鑑賞会で上映した。歌舞伎の音楽などにあわせて上映するとなかなかおもしろい雰囲気が出て、生徒たちも
見入っていた。

①撮影した写真をプリントアウトするという前提の課題であったが、撮影にじっくり思考錯誤させる時間がとれなかっ
　た。光源やぼかしなど、見せ方までこだわって撮影させるには、写真についての学習も必要になると感じた。
②共同制作する場合、意欲の低い者同士が集まると、学習効果が上がらなかった。グループの組み方も考慮する必要が
　あった。
③撮影した写真が手元に残るが、立体に展示した作品は撮影後解体するため、家で飾ることができない。その問題点を
　活かして、今年度は個人制作で、決められたサイズのべニヤ板の上で３Ｄ浮世絵アートをつくるという課題に取り組
　んでいる。個人の世界観が凝縮されたボックスアートのような作品を期待している。

　
　西洋はすごく厳密に物・人を再現しようとしているが、浮世絵は再現というより“イメ
ージ”の方が強く、こだわったところや強調して表したい部分を自分のイメージ通り大
げさに描いていくところが分かった。
　日本の伝統美術というと、現代の美術とはなかなか結びつきにくい、堅っくるしいイ
メージがあったが、それを“アート”として現代の美術に取り入れることによってすごく
イメージが変わったし、親しみやすくなったように感じた。　

生徒の感想より


